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補足説明書 
第１回検討会における加藤良夫構成員・宮澤潤構成員の誤解に対する 

補足説明及び意見 
 
１ 医療事故と医療過誤は関わりない 
  日本医療法人協会ガイドラインは、医療安全を目的として成立した改正医

療法に基づく「医療事故」の定義につき、いわゆる医療過誤の有無とは全く

関わりなく、専ら改正医療法にのっとった「予期しなかった死亡」の解釈を

提示したものである。「医療事故」の中にはいわゆる「医療過誤」のものもあ

りうるし、逆に、いわゆる「医療過誤」のものであっても改正医療法にいう

「医療事故」には当たらないものもありうる。この点につき、誤解が無いよ

うに補足説明する。 
２ いわゆる都立広尾病院事件は「医療事故」 
  加藤構成員の発言によればいわゆる都立広尾病院事件が日本医療法人協会

ガイドラインによれば「医療事故」ではないかのような誤解があるようであ

るが、当然、改正医療法に基づく「予期しなかった死亡」に該当すると考え

ている。 
３ いわゆる「医療過誤」の発想から脱却した「医療事故」の定義を 
  加藤構成員・宮澤構成員のいずれも、従来からの「医療過誤」または「過

失」の発想にとらわれた考え方に終始しているように思われる。改正医療法

に基づく「医療事故」は、従来の発想から離れて、専ら医療安全の確保とい

う観点から構成されたものである。刑事罰としての業務上過失致死罪や、損

害賠償につながる不法行為を類推するかのような解釈は、改正医療法にのっ

とった「医療事故」の定義の解釈としてはふさわしくない。この点、加藤構

成員の提示された定義は、因果関係に関する著名な判例を連想させるものが

あり、「予期しなかった死亡」の定義としては、疑念を感じざるを得ない。「予

期しなかった」とは、緩やかな概念であり、むしろ日常用語である。責任追

及を彷彿させる用語は用いるべきではない。医療安全の仕組みとしての定義

であるので、当協会の提示した定義こそが、適切と考える。 
                              以上    








